
 土佐の遍路は、高知市周辺を打ち終えると、一路足摺へと向かいます。

徳島から室戸に向かう遍路道同様、札所間の距離が長いところとなりま

す。 

 その長い遍路道は、距離が最大の難所ですが、その間は当然山あり谷あ

り、風光明媚な海岸線あり、砂浜ありと変化に富んでいます。私たちのあ

るき遍路では、そのすべてを歩けるわけではありませんが、長い遍路道の

だいご味が味わえる部分をピックアップして歩くことにしました。 

 予定では二泊目にへんろ宿に泊ろうと思いましたが、１８名もの団体が

泊れるへんろ宿がなく、二泊とも宿坊に泊まることにしました。 

２巡目‐第７回 臨済宗妙心寺派 圓福寺 

札所は、二ヶ寺だけ。 

目次：            頁 

三十七番岩本寺 ５～ 

三十八番金剛福寺 10～ 

四国あるき遍路の旅 

平成23年2月25日（金）～27日（日） 



 もはや通いなれた感のある高知

龍馬空港からリムジンでしたが、

高知駅に着いて驚かされました。

なんと近代的な駅舎に変わってい

るではありませんか。リムジンバ

スのバス停も駅の反対側へと移

り、いかにもバスターミナルへと

変貌を遂げていました。バスを降

りて駅舎に入ると、まるで新幹線

の駅のようでした。 

 昼食は、土佐久礼までの車中で

と思い、「あんどう」という駅弁屋

さんに手配しておきました。おす

すめは、「日曜市のオバア弁当」な

まずは列車の旅 
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高知から土佐久礼へ 

のですが、数がそろわず、駅のベ

ンチでいろいろな駅弁の争奪戦と

なってしまいました。幸い、私は

念願の「日曜市のオバア弁当」を

手にすることができ、今回の遍路

も無事歩けるとの確信を得まし

た。ちなみに、そのお弁当は、田

舎寿司と包装紙に書いてあります

が、野菜寿司といったところで

しょうか。働き者の日曜市のオバ

アには似つかわしくなく上品で、

やさしい味のお弁当でした。人気

があるのも、なるほどと思わせて

くれました。 

 

土佐久礼から七子峠越え 

 高知駅から約一時間、土佐久礼

駅で下車し、ここからは歩き遍路

の真骨頂の一つ、峠越えです。 

 三十七番岩本寺への遍路道は、

三十六番青龍寺から横浪黒磯ライ

ンを通り須崎から海沿いの道とな

り、土佐久礼から内陸部に入って

いきます。土佐久礼からの遍路道

は、土佐往還そえみみず遍路道と

大坂遍路道の二つのルートに分か

れます。岩本寺の奥さんに聞く

と、そえみみず遍路道は整備はさ

れているものの階段が多く、きつ

いですよとのこと。土佐往還とい

うように、かつて土佐の中央と西

南部を結ぶ幹線道路だったところ

を、平成９年頃から遍路道として

整備して、往還という歴史を遺そ



などと、口は達者でした。 

 最後のきつい登りでした

が、地図を見ると標高は２８

７ｍで標高差約２００ｍを一

気に登ったことになります。

ちなみに、そえみみず遍路道

だと標高４０９ｍまで登っ

て、七子峠まで下って来るこ

とになりますから、きつかっ

たとはいえ、やはり大坂遍路

道が正解だったようです。 

 最後の階段を登り切ると、

七子峠のドライブイン駐車場

に出ました。展望台からは遠

く土佐久礼の海を望むことが

できました。 

 休憩をして、影野駅まで歩

きはじめました。 
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七子峠越え 

うとしているのだそうです。とな

ると、大坂遍路道こそが本来の遍

路道に違いありません。往時の遍

路たちは社会から距離を置く修行

者だったはずですから、土佐往還

と言われるような幹線道路を歩く

はずがありませんから・・・。 

 そこで、私たちは大坂遍路道を

行くことにしました。たとえ、雨

の時には沢の増水で通行不能にな

ると遍路地図に書かれていようと

も。 

 七子峠越えも、峠越えによくあ

るパターンで、峠の真下までは平

坦で最後に峠まで一気に登る道で

した。次第に、口数も少なくな

り、息が荒くなります。ただし、

佐藤さんだけは、「こんなにきつい

なんて、知らなかったわよー。」

「もう二度と遍路には来ない！」
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影野駅から岩本寺へ 
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影野駅にて。ようやく電車が来ました。 

 七子峠を境に三十七番のある窪

川町となります。峠からはほぼ平

坦な道になりますから、窪川は高

原の町です。 

 予定の影野駅までは、のどかな

農村風景が続き、遍路道は山裾を

たどっていきます。 

 せっかく天気もいいし、雨の日

にはできない休憩を、農作業小屋

の前でとることにしました。する

と、 

 「和尚さん、ここから岩本寺ま

で何キロぐらい？」 

 「だいたい１０キロだと思いま

す。」 

 「歩いたら２時間ちょっとだ

ね。」 

 時刻はといえば、まだ３時半ぐ

らいだったでしょうか、到着予定

時間までに歩いて歩けない距離で

はありません。そこで、健脚組は

岩本寺まで歩くと言いだすではあ

りませんか。きついと言っていた

七 子 峠 を 越 し た ば か り な の

に・・・。 

 のんびり組は、影野駅で列車が

来るまで、しばし田舎の空気を吸

いながらの休憩となりました。 

健脚組、歩く！ 

影野駅、そして窪川へ 

 窪川駅から岩本寺へは、窪川の古い町並みを通って行きます。町中、ひなまつりの飾

り付けがしてあり、人通りはありませんが、少し華やかな雰囲気が漂っていました。 

七子峠の展望台にて。 

遠くに、土佐久礼の海が見えます。 
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 一日目の宿泊は、ここ岩本寺宿

坊。住職いわく、「バブルのころは

５～６０万人ぐらいのお参りが

あったんですが、今はずいぶん

減って年間１０万人ぐらいです。」 

それでもすごい参拝の数に驚き、

すぐそろばんをはじいた人もいた

ようです。なるほど、年間５～６

０万人だったらこんな立派な宿坊

も必要だったんだろうと納得しま

した。遍路シーズンにはまだ早

く、宿坊は貸切だったようです。 

 夕食は品数も多く、なにより久

しぶりにお接待をいただきまし

た。しかも、芋焼酎のお接待とあ

り（左下写真に甕が写っていま

す）、今日の疲れも一気に吹っ飛び

ました。吹っ飛び過ぎの人はいな

か っ た か 少 し 心 配 で し た

が・・・。 

 影野からの歩き遍路道と線路は

並行しています。車中から健脚組

の姿が見えないかと目を凝らして

いるうちに窪川の駅に着いてしま

いました。 

 駅前のバブリーな高知信用金庫

を右手に見て、古い町並みを左折

して５００ｍほど歩いた正面が、

三十七番岩本寺でした。 

 本堂に着いて、影野から歩いて

いる健脚組が間に合うかどうか思

案しましたが、先にお参りをさせ

てもらうことにしました。ここは

本堂内の土間まで入ってお参りを

することができましたが、お参り

を終えて外に出たところに健脚組

が到着。ようやく到着した健脚組

を讃えつつ、再び本堂内で般若心

経。やはり全員そろってのお参り

の方が同信同行で気持ちがいい。 

 

岩本寺到着 

三十七番岩本寺 

 

岩
本
寺
本
堂
の
恵
天
井
。 
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三十七番岩本寺 

第 7 回 の あ し あ と 

 

三
十
七
番
岩
本
寺
本
堂
前
に
て
、
出
立
前
の
一
枚
。 

期日 曜日
7:30 8:15発 ANA561 09:45着 10:00発
羽田空港集合 羽田空港

空港連絡バス 10:35着 11:34発 JR土讃線 12:31着 12:40発
「南風３号」

─徒歩─ 13:40着 ─徒歩─ 14:40着 ─徒歩─ 16:00着
約5.3㎞ 奥大坂 約2.8㎞ 七子峠 約4.7㎞ 影野駅
17:13発 JR土讃線 17:24着 17:30発 ─徒歩─ 17:40着

影野駅 約0.5㎞ 37番岩本寺 宿泊：岩本寺

─徒歩─ 17:45着 高知県高岡郡窪川町茂串３－

約23.8㎞ 37番岩本寺 0880-22-0376

7:30発 ─徒歩─ 7:45着 8:04発 土佐くろしお鉄道 8:44着
37番岩本寺 約0.5㎞ 海の王迎駅
9:00発 ─徒歩─ 9:15着 ─徒歩─ 10:00着
海の王迎駅 約2.1㎞ 約2.9㎞ 海のバザール 昼食：「道の駅おおがた」で購入

10:15発 ─徒歩─ 10:40着 ─徒歩─ 12:25発 ─徒歩─

海のバザール 約2.0㎞ 東屋 約3.7㎞ 出口海岸（昼食） 約3.3㎞

13:10着 13:30発 ─徒歩─ 14:00着 ─徒歩─ 14:50着
約2.3㎞ 四万十大橋東詰 約3.3㎞ 四万十川野鳥自然公園

15:50発 西南交通バス 17:31着 土佐清水市足摺岬214-1

初崎入口バス停 室戸岬 38番金剛福寺 0880-88-0038

7:30発 ─徒歩─ 9:20着 ─徒歩─ 10:10着 ─徒歩─

38番金剛福寺 約6.0㎞ 津呂へんろ小屋 約3.2㎞ 窪津漁港 約3.0㎞

11:15着 ─徒歩─ 11:50着 12:08発 西南交通バス 12:55着
以布利分岐 約2.7㎞ 車中昼食 中村駅

13:24発 南風20号 15:03着 15:15発 空港連絡バス 15:49着
中村駅 高知龍馬空港
17:55発 ＡＮＡ568 19:15着

高知龍馬空港 羽田空港
健康組
健脚組

下段は健脚組の歩いた距離

平野ｻｰﾌﾋﾞｰﾁ

以布利バス停

【歩いた距離】約48.3㎞

※土佐久礼駅から七子峠まで予定より早く着くことが
できたので、健脚組は岩本寺まで歩くことにした。

【健脚組】

窪川駅

【歩いた距離】約14.9㎞

高知駅

【歩いた距離】約59.3㎞

【歩いた距離】約20.1㎞

窪川駅

道の駅「ビオスおおがた」（昼食購入

食事・宿泊

2月25日 金

【歩いた距離】約13.3㎞

高知龍馬空港

高知駅 土佐久礼駅

【歩いた距離】約24.3㎞

3 2月27日 日

2 2月26日 土

1

コ ー ス 予 定
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川といえば中村市の上流が有名で

すが、そのまた上流に位置するの

が、ここ窪川町です。 

 川から離れて山の中に入った電

車は、ループ式に高原から低地へ

と降りて行きましたが、どうやら

列車に揺られてまぶたが重くなっ

た人ばかりで、気づく人もいな

かったようです。昨日、私たちが

越えた七子峠までの標高差以上の

２５０ｍを車体をきしませながら

降りて行ったのです。 

 井ノ岬をトンネルで抜けて、「

海の王迎
うみのおうむかえ

駅」で下車すると、ここ

から四万十川の河口までは海岸沿

いの遍路道です。途中に食堂など

あるはずもなく、２０分ほど歩い

たところにある道の駅で、昼食弁

当を調達。あとは何も心配せず、

四万十川を目指せばいいのです。 

 ２日目は岩本寺を出立して、窪

川駅から遍路が始まりました。 

 昨日降りた窪川駅の改札を通る

と、乗り場は構内のはずれの方に

あり、そのホームにも駅舎がある

ではありませんか。ここ窪川駅は

ＪＲ土讃線の終着駅と土佐くろし

お鉄道の始発駅が並んでいるので

した。 

 窪川駅を出てすぐ右を流れてい

た川が四万十川だったことに気づ

いた人がいたでしょうか。四万十

窪川駅から海の王迎駅 

 【右】「和尚さん、撮らせてーっ。」と梁川さんが撮った写真。荷物は前後の振り分

けになっていて、頭陀袋に入り切れないときは、このように後ろにもくくりつけられま

す。伝統的な雲水姿ですが、非常に合理的にできています。でも、弁当の中身の海老フ

ライまで見えたのはうかつだった。 

 

「
海
の
王
迎
駅
」
か
ら
海
岸
に
出
る
下
り
坂
。
海
の
向
こ
う
に
足

摺
の
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並
み
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ま
す
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目
に
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八
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福
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で
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 道の駅は、大方
おおがた

町の大型
おおがた

海浜公

園の入口にあります。遍路道は、

海浜公園のサイクリングロードに

姿を変えて、松林の中を西に向

かって真っすぐです。松林を抜け

ると、広い海原を左に見ながら歩

くことになります。みちしるべに

したがって右に曲がると、らっ

きょう畑が広がっていました。 

 公園西の川を渡ると、田野浦そ

して出口の漁村の中を歩いていき

ますが、道から海は見えなくな

り、どこか山の中の集落を歩いて

いる錯覚を起こしてしまうようで

す。 

 そろそろ、おなかも空いてき

て、どこかでお弁当を広げられる

ところを探そうという時間になっ

てきました。出口の集落から海に

出られそうな道。行ってみると、

広い砂浜と黒潮が打ち寄せる岩場

という絵にかいたような景色が広

がっていて、格好の昼食場所を発

見できました。きれいな景色と波

音もおかずに、道の駅で買ったお

弁当は、最高のごちそうになりま

した。 

大方海岸を西へ 
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大方海岸 

 ２日目の昼食を食べた出口海岸。旅行ガイドにも載っ

ていないようなところですが、素晴らしい景色の海岸で

した。他に人影もなく、私たち遍路一行の貸切でした。 



【上左】四万十大橋へのみちしるべもない道。 

【上右】ようやく四万十川の堤防にたどりつきました。 

【下左】堤防上を歩く和尚。 

【下右】四万十大橋。 
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出口海岸から四万十川 

２巡目‐第７回 

 出口海岸からサーフィンで有名

な平野海岸、そして四万十川河口

の渡し舟の予定だったのが、昨年

の大雨で河口の地形が変わってし

まい、舟は欠航中。以前の渡し舟

が廃業の後、保存会ができて運航

を再開していたのに、残念！ 

 というわけで、四万十川を渡る

には、一番河口に近い四万十大橋

を渡るしかありません。平野海岸

から四万十大橋までは、遍路地図

にも載っていない、ということは

みちしるべもない道を、パソコン

でダウンロードした地図を頼りに

歩きました。これぐらい不安なこ

ともないのですが、たまたま出

会ったウォーキングの人に教えら

れたりもして、迷うことなく四万

十川の堤防にたどりつくことがで

きました。 

四万十を渡る 

 「人生即遍路」ということであ

れば、私たちも人生を歩く上での

地図やみちしるべが必要だという

ことを、改めて感じさせられた道

だった気がします。そして、四万

十川を無事にわたることができた

ことも、三途の川を渡るに置き換

えることができる気がしてきまし

た。 

 四万十川を渡ったところで路線

バスに乗って一路足摺の予定でし

たが、予定時刻よりだいぶ早く到

着したので、次のバス停まで歩く

ことにしました。 

 ここでも健脚組は、時刻表と脚

力を照らして、もう一つ先のバス

停まで歩いて行きました。 

 残されたのんびり組は、四万十

川野鳥自然公園で、バスの到着ま

でしばしの休憩となりました。 



金
剛
福
寺
宿
坊
の
夕
食 

 高知西南交通バス、初崎入口バ

ス停を１５：５０発、所要時間約

一時間半、足摺岬に１７：３１に

到着しました。 

 できれば岬の付け根に位置する

以布利のへんろ宿に泊って、三日

目に足摺岬までの遍路道を歩こう

と思いました。ところが、２０人

も泊れるへんろ宿がなく、仕方な

く金剛福寺宿坊に泊らざるを得

ず、バスにて足摺岬に直行となっ

たわけです。 

 へんろ宿に泊れなくなり、金剛

福寺に電話をすると、この時期は

休んでいるんですとのこと。なん

とか交渉すると、２０人の団体な

らということで予約できました。 

 かたや２０人で断られ、かたや

２０人で泊ることができ、これま

た「人生即遍路、遍路即人生」を

感じました。 

足摺到着 
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三十八番金剛福寺 

 

金
剛
福
寺
宿
坊
の
朝
食 



足摺岬の灯台をバックに、朝日を浴びながらの一枚。 
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初の予定で歩くはずだった遍路道

を北上することにしました。足摺

の東側は道幅も狭く、民家も車の

交通量も少ないところです。なに

より、かつて歩いた時に、歩き遍

路道らしさがよく残っていた記憶

があるからです。 

 足摺岬の展望台に立ち寄り、足

摺の断崖と灯台を眺めたら、いよ

いよ最終日の歩きの始まりとなり

ます。 

 三十八番金剛福寺のお参りを終

え、三日目に次の札所もお参りし

ようと思うと、丸一日バス・電車

での移動ばかりになってしまいま

す。それでは歩き遍路の道にはず

れることになります。 

 本当の歩き遍路なら、三十八番

をお参りした後、再び来た道を戻

るか、足摺の東西どちらかの海岸

沿いに打ち戻るしかありません。

そこで、私たちは足摺の東側、当

金剛福寺から足摺を逆打ち 

三十八番金剛福寺出発 

になりました。 

 象徴的だったのは、窪津漁港を

過ぎてからの道でした。遍路道

は、漁港に迫る山の中に入り、山

越えとなります。木が生い茂り、

丸太橋を渡り、いかにも山中の遍

路道。いっぽう、尚美さんが歩い

た車道は岬を巡り、距離的には遠

いのですが、平坦な道。遍路道と

車道との合流点で、尚美さんと

いっしょになりました。道づくり

は、早くを優先して、遍路もそっ

ちを通ればいいだろうという考え

を見せつけられた気がしました。 

 約８年ぶりでしょうか。足摺の

道も様変わりしていました。 

 生活している人のために車が通

りやすい道を作る必要があるのは

大いにわかります。しかし、それ

に伴って遍路道が寸断され、なか

にはどこが遍路道かわからなく

なっている所さえありました。「四

国八十八ヶ所を世界遺産に！」と

いうなら、せめて遍路道という歴

史的財産をわかるようにだけでも

してもらいたいと思いました。 

 さらに、逆打ちでみちしるべも

反対側を向いていますから、歩き

遍路道を探し探しながら歩くこと

「歩き」軽視の道づくり 



津呂のへんろ小屋 
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あしずり遍路道 

 足摺から約６キロ、津呂の集落

を抜けようとするところに、「へん

ろ小屋」がありました。いかにも

村の人が手作りしたという小屋

で、奥には宿泊もできるような場

所もありました。のぞいてみる

と、大きなリュックが置いてあ

り、昨日泊った人の荷物のようで

した。土間にはストーブもあり、

水道・トイレも完備です。また、

お接待とおぼしきみかんも置いて

あったので、ありがたくいただき

ました。 

 へんろ小屋を後にしたら、しば

らくは車道といっしょになった遍

路道ですが、ちょうどマラソン大

会があるらしく、ウォーミング

アップ中の選手たちと何人もすれ

ちがいました。その大会がなけれ

ば、ほとんど人とすれ違うことも

ないような道ですが、なんとなく

にぎやかな空気に包まれて歩くこ

とができたようです。 
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やかでした。でも、マラソン大会

に出た人が魚を買っていくもので

しょうか。もちろん、歩き遍路は

魚なんか買っていくことはありま

せんが・・・。 

 マラソン大会の喧騒をよそに、

急坂を登って山の中に入ると、そ

れはそれは静寂な歩き遍路たちの

世界。川を渡り、石ころだらけの

道を歩き、急坂を下り・・・、こ

れで夕方には飛行機に乗り、夜に

は千葉に居ることが不思議に思え

るほどの山の中です。 

 山を抜けたら、バスに乗る予定

の以布利まで１．５キロほど、１

２時１８分のバス時刻が気になっ

てきました。後続組は大丈夫だろ

うか。 

 

 やはり車道と一緒ではない遍路

道はいいですね。 

 津呂の集落を過ぎると、遍路地

図にも載っていないような歩き遍

路道が残っていて、これぞ歩き遍

路のだいご味といった感です。 

 一巡目では、遍路道をいのしし

が荒らしていましたが、今回はタ

ケノコを食い散らかした跡はあっ

たものの、それほど遍路道を荒ら

している様子はありませんでし

た。しかし、まだ頭も出していな

いタケノコをうまく探すもんで

す。若いタケノコの皮があちこち

に散らかっていました。 

 窪津漁港はマラソン大会の中継

地点なのか、選手がわんさかいま

した。この人出を見越してなの

か、屋台や新鮮な魚を売る店も賑

「あしずり遍路道」 

あしずり遍路道 
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以布利 

 

以
布
利
へ
の
最
後
の
下
り
坂
を
降
り
る
と
、
以
布
利
の
海
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

以
布
利
の
バ
ス
停
に
着
い
た
先
発
組
。
後
続
組
が
バ
ス
に
間

に
合
う
か
ど
う
か
心
配
し
て
い
ま
す
。 

かうことができ、ほっとしまし

た。 

 中村からは土佐くろしお鉄道 

の特急で一時間半、高知駅から乗

りなれた空港リムジンで高知龍馬

空港。高知龍馬空港に降り立つの

も次回のみとなりました。 

 今回もなんとか無事に歩くこと

ができました。お疲れ様でした。 

 先発組が以布利のバス停に着く

と、バス時刻まで２０分弱。後続

組がどこまで来ているか携帯で聞

くと、歩いて２０分でバス停まで

は来れないところ。ここで乗り遅

れたら中村までタクシーしかあり

ません。後続組にタクシー会社の

電話番号を教え、タクシーでバス

停まで来るように指示。ところ

が、何を間違えたかタクシーはバ

ス停にやってきました。あわてて

事情を話し、後続組を迎えに行っ

てもらいました。 

 バス停でやきもきしていました

が、なんとかタクシーも間に合

い、全員バスに乗車して中村に向

ギリギリセーフ 



かじめご承知おきください。 

 第八回は、平成２3年１１月２５日か

ら２７日の二泊三日を予定しておりま

す。いよいよ愛媛県に入りますが、松尾

峠が待ち構えております。どうぞご期待

の上、みなさんのご参加をお待ちしてお

ります。 

 つたない写真集を最後までご覧いただ

き、ありがとうございました。 

  

 四国から帰って、写真集の編集をのん

びり構えていたら、３月１１日の東日本

大震災が起きて、落ち着かないまま日々

が過ぎてしまいました。 

 ７月発行の寺報に第７回の歩き遍路の

記事を載せなければと、お尻に火がつい

た状態で、施餓鬼の準備と並行しての編

集となってしまいました。 

 最初から言い訳で恐縮ですが、あわた

だしい編集なので、間違いや思い違いな

どもあるかと思います。そこら辺は、各

自で訂正しながらご笑覧いただければ幸

いです。 

 なお、この写真集は圓福寺ホームペー

ジにも掲載させていただくことを、あら

263-0025 

千葉市稲毛区穴川町３７５ 

電話 ０４３（２５１）９１８１ 

FAX ０４３（２５１）９５４９ 

http://www.chiba-enpukuji.com 

Email: oshou@chiba-enpukuji.com 

臨済宗妙心寺派 圓福寺 

編集後記 
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   宮田 宗格 

文： 宮田 宗格 

編集：宮田 宗格 
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